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中学校第２学年 題材名「健康・快適で持続可能な衣生活」（全14時間）
＜指導内容＞ 内容Ｂ (4)衣服の選択と手入れ (5)生活を豊かにするための布を用いた製作
◇題材の目標【知識及び技能】
衣服と社会性との関わり、目的に応じた着用、個性を生かす着用、衣服の適切な選択、衣服の計画的

な活用と必要性、日常着の手入れ及び製作する物に適した材料や縫い方、用具の安全な取り扱いについ
て理解するとともに、それらに係る技能を身に付ける。
◇題材の評価規準【知識・技能】
・衣服と社会性との関わりが分かり、目的に応じた着用、個性を生かす着用及び衣服の適切な選択につい
て理解している。（内容Ｂ（4））
・衣服の計画的な活用の必要性と衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れについて理解しているととも
に、日常着の洗濯などが適切にできる。（内容Ｂ（4））
・製作する物に適していた材料や縫い方について理解しているとともに、用具を安全に取り扱い、製作が
適切にできる。（内容Ｂ（5））

◇指導と評価の計画

学 習 活 動
評価の観点

知技 思判表 態度
小題材（１時間）衣服の一生（衣服の選択

☆から廃棄まで）

○
☆

小題材（２時間）衣服の選択と着用 ★ ◇□
小題材（４時間）衣服を長く大切に ○
時 ・自分の日常着の洗濯について課題を設 ●

定し、グループで話し合う。 行動観 ☆

・グループで解決方法を調べ 察や相
１ たり、実験したりする。 互評価 ★

・学習したことを生かして自分 の記述
◆

の衣服を洗濯する。 内容か □
２
・グループで材料や汚れ方に応じた洗濯 ら評価

の仕方について考えを発表し合う。 ■

・小学校で学んだ縫い方を振り返る。 ○
・まつり縫いとこれまで学習してきた縫 ● △

３ い方を比べ、まつり縫いの特徴につい 練習布
てまとめる。 の状況

・まつり縫いによる裾上げ、ス や、確
４ ナップ付けなどの補修につい 認テス

て、その目的と布地に適した ト等か
方法を考え実習する。 ら評価

小題材（６時間）衣服等を再利用した生活 ○ ☆ ◇
を豊かにする物の製作 ●

★
◆□

小題材（１時間）健康・快適で持続可能な ■ △
衣生活を送るために

知識・技能………………………○知識 ●技能
思考・判断・表現………………☆課題の設定 ★解決策の構想

□評価・改善 ■表現
主体的に学習に取り組む態度…◇粘り強さ ◆自らの学習の調整

△実践しようとする態度

教師による行動観察だけ
でなく、生徒の相互評価の
記述から評価することも考
えられます。その際、１人
１台端末を活用して洗い方
を動画で撮影し合い、その様子を比
較しながら互いに評価することも考
えられます。 ➋➍

資質・能力を確実に育成するため
に、日々の授業の中で生徒の学習状
況を適宜把握し、指導や学習の改善
に生かしたり、観点別の学習状況を
記録に残す場面を精選したりするこ
とが大切です。 ➍

評価規準については、【知識・技
能】の観点は二つ、【思考・判断・
表現】の観点は、学習過程に沿って
四つ、【主体的に学習に取り組む態
度】の観点は三つに分けて設定して
評価します。題材を通して身に付け
させたい資質・能力を明確にし、適
切に評価を実施できるよう指導計画
や評価計画を作成する段階から、評
価する場面や方法等を意図的に設定
することが大切です。 ➋➍

、

児童生徒が、生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定
し、その解決策の検討、計画、実践、評価改善といった一連の学
習過程を通して、児童生徒が課題を解決できた達成感や実践する
喜びを味わい、次の学習に主体的に取り組むことができるように
することが大切です。 ➊➋

３時間目（指導に生かす評価）
練習布の縫い方の状況や学習カー

ド等の記述から状況を把握し、生徒
の学習改善、教師の指導改善に生か
します。
４時間目（記録に残す評価）
実習の様子や学習カード等への記

述、確認テストから状況を把握し、
観点別の学習状況の評価を総括する
際の資料となるよう記録します。

家庭、技術・家庭

授業づくりのポイント ※数字は題材構成と評価計画の例と対応

家庭分野の題材構成と評価計画の例

生活や社会の変化に主体的に対応する資質・能力を育成する授業づくり

➊ 児童生徒の身近な生活との関わりや社会とのつ ➌ 題材を通して身に付けさせたい資質・能力を
ながりを重視して題材を設定する。また、各指導 明確にするとともに、技術の見方・考え方、生
事項の関連を図りながら、系統的・総合的に学習 活の営みに係る見方・考え方を働かせた児童生
を展開できるよう題材の構成を工夫するとともに 徒の姿を想定し、授業においてその姿を見取り
実践的・体験的な学習過程を意識する。 価値付ける。

➋ 問題解決能力を育成するために、技術分野、家 ➍ 内容のまとまりを見通しながら、評価の場面
庭科、家庭分野における一連の学習過程を踏まえ を精選し、評価の方法を工夫する。また、自己
て題材を構成する。また、ＩＣＴを効果的に活用 評価や相互評価の場面を意図的に設定すること
するなど学習過程の各段階の充実を図る。 で、自身の学びや変容を自覚できるようにする

、 、

。


